
マウスの II 型肺胞上皮細胞から作った肺胞オルガノイド

オルガノイドは、iPS細胞などの幹細胞をもとに、試験管の中で生み出された

ミニ臓器のこと。丸い形をしているのが肺の中でガス交換をしている肺胞です。

もっとくわしく

新しいモデル動物、ソメワケササクレヤモリ

陸上生活をする脊椎動物の研究対象として、これまでの哺乳類と鳥類に加えて、

最近はは虫類も注目されています。理研BDRではソメワケササクレヤモリを

モデル動物として飼育・繁殖を継続していて、遺伝子改変技術も利用できるよ

うになりました。

もっとくわしく

転写中のRNAを引っ張り出す転写終結因子Rho（ろー）

6つのタンパク質がリング状に集まると、RNA（マゼンタ）を通すトンネル

が真ん中に現れます。Rhoが転写中の RNA ポリメラーゼ（奥の白や灰色）

に取り付くと、このトンネルを使ってRNA を引っ張り出し、適切なタイミン

グで転写を終結させるのです。

もっとくわしく

理化学研究所生命機能科学研究センター

多彩な分野の研究者が、さまざまな研究を実施している生命機能科学研究セン

ター。さまざまなモデル動物と、分子、細胞、組織レベルでの研究についての

イメージ図です。

もっとくわしく

脳視床下部のオキシトシン神経細胞（赤）

出産や授乳のときに神経細胞から分泌されるオキシトシン。陣痛や母乳の分泌

にはリズムがありますが、オキシトシンがどのようにリズミカルに分泌される

のかはまだよくわかっていません。

もっとくわしく

お手本通りに自在に組み上がるアクチン

細胞の骨組みとなるタンパク質「アクチン」を自在に組み上げる技術の実験例。

細胞の膜を模したシート（青）に、100μm2 ほどの図形（ピンク）を描くと、

その形の通りにアクチン（緑）が組み上がっていきました。

もっとくわしく

放射相称動物のヒドロ虫

ヒドロ虫やクラゲ、サンゴなど（刺胞動物）の体は、器官が体軸を囲むように

繰り返して配置されます。ヒドロ虫の口の周りの触手は、植物の葉っぱと同じ

ように、らせんの繰り返しパターンで配置されることがわかりました。

もっとくわしく
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